
1902年の創業以来、

お客さま本位（お客さま第一）を経営の基本理念に据え、

生命保険事業を行うのが第一生命保険株式会社です。

保全業務において、紙をベースとした運用が大きな業務負荷につながっていた

同社では、名義変更や保険料の払い込み方法変更など

手続き上使用頻度の高い帳票を中心にデジタル化を推進。

タブレットを使用し、画面上のPDFに直接記入してもらうことで

業務プロセスの最適化を図りました。

契約サービス部の相馬氏、谷氏に

詳しい背景や選定理由、導入後の効果などについて伺いました。

Client Profile 「一生涯のパートナー」をグループミッションに
変革を続ける第一生命保険株式会社

所在地

創　立

資本金

※2019年9月末現在

：

：

：

【日比谷本社】

東京都千代田区有楽町1-13-1

【豊洲本社】

東京都江東区豊洲3-2-3

1902年9月15日

600億円

保険業

従業員数:55,725名

ソリューションレポート

タブレット端末を活用して

PDFに直接記入してもらうことで

紙ベースでの運用の課題を払拭し

保全業務の全体最適化を実現

第一生命保険株式会社 様導入事例

●お求めは信用のある当社で

canon.jp/solution

2021年3月現在

キヤノン ホームページ

canon.jp/solution-case
キヤノン 導入事例一覧

製品に関する情報はこちらでご確認いただけます。

●Canon、Canonロゴはキヤノン株式会社の登録商標です。●本紙に記載されている会社名、商品名は、一般に各社の登録商標または商標です。●記載の内容は2021年3月現在のものです。
●弊社の都合により予告なく変更させていただく場合がありますのでご了承ください。　

〒108-8011　東京都港区港南2-16-6

デジタルソリューション　　

C a n o n  M a r k e t i n g  J a p a n  D i g i t a l  S o l u t i o n s

保全業務の手続きを
簡略化するデジタルソリューション

SkyPDFを手掛ける株式会社スカイコムと協業し、名義変更や保険料払込方法変更など手続
き上使用頻度の高い帳票をデジタル化し画面上で署名ができるデジタルソリューションです。

近年の働き方改革により、定型業務の自動化だけでなく、

業務全体のプロセスを効率化、最適化して生産性を高めるかが課題となっています。

こうした課題に対応し、キヤノンMJはこのたび、第一生命と共同で、

保全業務のワークフローをデジタル化、自動化し、

業務プロセス全体を最適化するデジタルソリューションを構築しました。
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谷氏が続けます。「紙ベースでの運用によって生じていたさまざまな課題を払拭するために、帳票を電子化すると

いう方針を固めた後、具体的にどのような形で進めていくか、当社では多角的な観点から検討を重ねました。電子化

するには大きなシステムの切り替えが必要となり、移行にともなう営業教育や新しいものに苦手意識を持つお客

さまへの対応も不可欠でした。総合的な判断から選択に至ったのが、従来の帳票のイメージを踏襲しつつ、タブ

レット端末と電子ペンでPDF上に直接手書きのサインや文字入力ができるスカイコム社の『SkyPDFペーパー

レス／電子サインソリューション』を活用したキヤノンからの提案です。

キヤノンとは長年に渡り、Form Managerという画期的な帳票オーバー

レイ印刷での出力環境の最適化で連携をしてきました。デジタル化を推

進するとはいえ、今後もすべてが移行することはないと思いますし、ドキュ

メントで実績があり、技術やノウハウ、業務領域なども総合的に判断して

キヤノンに委ねるのが最適だと考えたのです。約200帳票と、電子化対象

の帳票が多い上に当社内の他システムとも連動しなければならないため

多くの課題が発生しましたが、スピーディーかつきめ細やかに対処いた

だけました」。

紙の帳票を単にそのままデジタル化するのではなく、業務の流れに

応じて帳票内の項目を部品化して作成・管理できるため、お客さまは

タブレット上で部品化された項目ごとにサインや文字入力をしてスト

レスなく手続きを進めていくことが可能に。「お客さまからは、機械は

苦手だけど使ってみると意外とわかりやすい、ストレスなくスムーズに

手続きできるといった声をいただいており、使用感のよいしくみが

構築できたと手応えを感じています。間違いがあってもその場で修正

でき、署名すればその場で手続きが完了することからお客さまの

入力負担軽減や手続き時間の短縮につながり、他にも後続業務の

効率化やデータエントリーの手間やコストの削減、データ反映まで

のタイムラグの縮小など、さまざまな効果が期待されています」。

相馬氏が語ります。「書き心地の良さもさることながら、OCRによる手書き文字の認識率の高さに驚いています。多少乱暴に書いてもほぼ

間違いなく認識でき、スムーズな手続きが実現できています。間違いが許されないので、しっかり点検も必要ですし、以前は各拠点の内勤

スタッフの多くが入力作業に従事していましたが、業務効率アップにともない、他の業務に時間を避けるようになりました」。

働き方改革が進む中、保険業界にあってもいかに業務全体のプロセスを効率化し、生産性

を高めていくかが最重要課題の一つとなっています。そんな中、名義変更や保険料の払い

込み方法の変更など契約内容に変更が発生した場合にアフターフォローを行う保全業務

のワークフローをデジタル化・自動化し、業務プロセスの全体最適化に踏み切ったのが第

一生命です。谷氏が語ります。「従来の紙ベースでの運用においては、記入漏れ、記入ミス

などの書類上の不備やデータエントリーに係るコストや手間、データ反映までのタイム

ラグ、保管・管理上のリスクといった課題がありました。そこで、帳票の電子化を本格的に

検討し始めまた」。

第一生命では、医療機関や公共機関など外部機関から入手する紙の他に、保険契約者

に自ら記入していただかなければならないオリジナルの書類が数多く残っており、OCRや

パンチ入力処理も大きな負荷となっていたのです。

紙ベースの運用ゆえのさまざまな課題が
業務負荷として重くのしかかっていた
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多くのベンダーの中から
総合的な判断でキヤノンに対応を依頼

導 入 背 景

02 選 定 理 由

入力負担軽減や手続き時間の短縮など
社内外からの反響に手応え

03 導 入 後 成 果の

大きな業務負荷となっていたOCRやパンチ入力

タブレットからPDFに手書き入力できる画期的なシステム

約90％という認識率もスムーズな処理に貢献

『SkyPDFペーパーレス／電子サインソリューション』の導入により、保全業務の業務

プロセスの全体最適化を進める同社。最後に、今後の展望について伺いました。

「まずはとっかかりとして、保全手続きの中でも特に頻度の高い名義変更や保険料

の払込方変更、代理請求特約異動という3つの手続きについてデジタル化を図って

いきましたが、今後は稼働後の状況も見つつ、他の手続きもデジタル化する見込み

です。タブレットは対面が基本にはなりますが、手続き時間の短縮にも寄与する

しくみなのでお客さまと接触する時間を極力短くできるという意味ではコロナ禍に

おいても力を発揮しています」と谷氏。また相馬氏は「これから何をしていこうかは、

只今検討中です。今回は生涯設計デザイナーを通じた顧客サービス向上の取り組み

ですが、今後はそれだけでなく、各チャネル、接点においてカスタマーファーストを

実践していきたいと思っています」。革新的な取り組みで業界を牽引し続ける同社

の動きに要注目です。

04 今 後 の 開展

稼働後の状況も見つつ
他の手続きもデジタル化の見込み

今回の成功を受け、他の手続きもデジタル化を加速

帳票内の各項目を部品化できる

パートナーには長年の信頼関係にあるキヤノンを選定

契約サービス部 契約サービス企画課
課長補佐　谷 雄吾 氏

契約サービス部 契約サービス企画課
マネージャー　相馬 伸行 氏
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１度の訪問で全ての手続きができる
待機日数０日

１度の署名で複数書類に転用できる
署名・記入の削減

本人確認書類はその場でスキャン
コピー不要

訪問回数・記載時間の削減
営業活動の充足

保全手続き書類のペーパーレス化
印刷コストの削減

審査フローのスキップができる
バックヤード人員削減

第 一 生 命 の メ リ ッ ト
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